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次
世
代
技
術
で
二
酸
化
炭
素
を
効
率

よ
く
回
収�

工・児
玉 

大
輔
准
教
授

腫
瘍
の
診
断
に
は
必
須
の
病
理
診
断
学

に
携
わ
る�

医・杉
谷 

雅
彦
教
授

　

児
玉
　
大
輔
（
こ
だ

ま
・
だ
い
す
け
）
平
成
５

年
日
本
大
学
工
学
部
卒
。

同
大
学
博
士
前
期
課
程
工

業
化
学
専
攻
修

了
、（
株
）
朝
日

ラ
バ
ー
研
究
員
、
工
学
部

助
手
、
専
任
講
師
を
経

て
、
20
年
准
教
授
。
14
年

大
阪
大
学
よ
り
博
士
（
工

学
）。15
年
オ
タ
ワ
大
学
工

学
部
客
員
研
究
員
、
17
年

ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科
大
学
客

員
研
究
員
。
専
門
は
化
工

物
性
。
化
学
工

学
会
、
日
本
化

学
会
な
ど
に
所
属
。
趣
味

は
ス
キ
ー
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
、
映
画
鑑
賞
な

ど
。広
島
県
出
身
。43
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

杉
谷
　
雅
彦
（
す
ぎ
た

に
・
ま
さ
ひ
こ
）
昭
和
54

年
長
崎
大
学
医
学
部
卒
。

同
61
年
日
本
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
。

助
手
に
な
っ
た
後
米
国
留

学
、
平
成
３
年
本
学
に
復

帰
、講
師
、准
教
授
を
経
て

現
職
。
日
本
病
理
学
会
・

日
本
臨
床
細
胞
学
会
や
肝

臓
学
会
な
ど
に
所
属
。
第

22
回
日
本
大
学
医
師
会
学

術
奨
励
賞
、
第
64
回
日
本

大
学
医
学
部
同

窓
会
学
術
奨
励

賞
受
賞
。
著
書
は
「
肝
細

胞
癌
以
外
の
肝
腫
瘍
」（
共

著
・
日
本
臨
床
社
）な
ど
。

長
崎
県
出
身
・
61
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

石
炭
ガ
ス
化
発
電
の
実
用
化
が
好
機

「
イ
オ
ン
液
体
」使
い
コ
ス
ト
引
き
下
げ�

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

原
発
が
止
ま
っ
た
日
本
。
化

石
燃
料
へ
の
依
存
度
が
高
ま

っ
て
い
る
。
原
発
は
地
球
温

　

病
理
学
と
は
病
気
の
原
因

を
探
る
学
問
。
実
際
の
医
療

で
は
、
体
の
一
部
を
採
取
し

た
組
織
を
検
鏡
し
、
ど
う
い

う
病
気
で
あ
る
か
の
診
断
を

下
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

大
き
な
病
院
で
は
病
理
医

が
病
理
診
断
に
携
わ
っ
て
お

り
、
胃
癌
や
肺
癌
な
ど
の
腫

瘍
の
確
定
診
断
に
は
病
理
医

に
よ
る
報
告
書
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
病
理
診
断
が
下

さ
れ
た
後
に
手
術
、
放
射
線

療
法
や
抗
癌
剤
投
与
な
ど
の

治
療
方
針
が
決
め
ら
れ
る
と

い
う
。
こ
の
よ
う
に
「
病
理

学
は
基
礎
だ
け
で
な
く
臨
床

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を

暖
化
の
原
因
物
質
、
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ

2
）
を
ほ
と
ん

ど
出
さ
な
い
が
、
火
力
発

電
、
特
に
今
後
新
設
が
見
込

ま
れ
る
石
炭
火
力
は
大
量
に

担
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

杉
谷
教
授
は
、
以
前
は
実

験
病
理
を
主
体
と
し
て
い
た

が
、
医
学
部
附
属
板
橋
病
院

で
診
断
病
理
に
も
力
を
入
れ

排
出
。
大
気
中
に
Ｃ
Ｏ

2
を

出
さ
ず
に
回
収
す
る
技
術
の

確
立
が
急
務
だ
。

　

発
電
所
や
製
鉄
所
（
高

炉
）
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
2
を
特
殊
な
液
体
に
吸

収
さ
せ
分
離
、
地
中
に
封
じ

込
め
る
「
二
酸
化
炭
素
回

収
・
貯
留
」。
温
暖
化
対
策

の
切
り
札
と
さ
れ
る
。
児
玉

大
輔
准
教
授
は
、
経
済
産
業

省
所
管
の
国
内
最
大
研
究
組

織
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所

（
産
総
研
）
な
ど
と
共
同
で

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
分
野
で
は
「
ア
ミ
ン

法
」
と
い
う
方
式
が
先
行
。

使
う
液
体
の
製
造
コ
ス
ト
は

い
た
関
係
で
杉
谷
教
授
は
肝

臓
の
領
域
を
専
門
と
し
て
い

る
。
平
成
20
年
か
ら
板
橋
病

院
消
化
器
外
科
で
の
肝
癌
の

切
除
数
が
日
本
一
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
質
的
に
も
希

少
・
貴
重
な
肝
疾
患
を
目
の

当
た
り
に
す
る
機
会
を
得
、

肝
疾
患
診
療
の
熱
意
は
更
に

深
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

血
清
の
感
染
価
を
検
定

　

長
崎
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
内
科
医
を
し
て
い
た
時

に
「
長
い
医
師
生
活
の
中
で

一
時
期
は
基
礎
医
学
の
分
野

で
研
究
に
携
わ
り
た
い
」
と

日
本
大
学
病
理
学
講
座
に
入

局
し
、
志
方
俊
夫
教
授
の
指

導
の
下
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の

研
究
を
始
め
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
う
ち
、

伝
染
性
の
Ａ
型
肝
炎
と
血
液

由
来
の
Ｂ
型
肝
炎
の
原
因
ウ

イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
た
後
、

当
時
は
非
Ａ
非
Ｂ
型
肝
炎
と

呼
ば
れ
た
、
後
の
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）
が
、

１
９
８
９
年
に
米
国
の
カ
イ

ロ
ン
社
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

た
。
そ
の
同
じ
年
に
米
国
の

プ
リ
ン
ス
博
士
の
研
究
室
に

留
学
し
た
杉
谷
教
授
は
、
Ｈ

Ｃ
Ｖ
─
Ｈ
株
の
ク
ロ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し

目
的
の
産
物
を
得
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

　

Ｃ
型
肝
炎
原
因
ウ
イ
ル
ス

発
見
に
用
い
ら
れ
た
研
究
材

料
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
感
染
し
た

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
血
清
で
あ

っ
た
。
Ｈ
Ｃ
Ｖ
発
見
ま
で
の

研
究
で
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

は
ヒ
ト
肝
炎
モ
デ
ル
動
物
と

し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
っ

た
。
杉
谷
教
授
の
チ
ン
パ
ン

　

ま
た
、
日
本
人
の
Ｃ
型
肝

炎
患
者
の
血
清
か
ら
、
感
染

価
の
高
い
血
清
を
見
つ
け
る

た
め
に
ア
フ
リ
カ
で
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
を
用
い
て
感
染
実
験

を
行
っ
た
。
そ
の
実
験
で
は

実
験
室
で
検
索
し
た
血
液
中

の
Ｈ
Ｃ
Ｖ
量
と
そ
の
血
清
を

実
際
に
個
体
に
接
種
し
た
際

の
感
染
価
が
異
な
る
結
果
が

得
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
は

予
想
外
の
新
し
い
発
見
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
血
清

中
の
Ｈ
Ｃ
Ｖ
遺
伝
子
配
列
を

調
べ
、
報
告
し
た
。「
こ
れ

か
ら
も
研
究
を
進
め
た
い
」

と
語
る
。

発
展
途
上
国
に
多
い
Ｅ
型

　

伝
染
性
の
Ｅ
型
肝
炎
は
、

Ａ
型
と
同
様
、
ア
ジ
ア
な
ど

の
発
展
途
上
国
に
多
く
、
水

害
な
ど
で
汚
染
さ
れ
た
飲
み

水
な
ど
で
急
性
肝
炎
を
引
き

起
こ
す
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

を
訪
れ
、
急
性
肝
炎
患
者
の

血
清
を
Ａ
～
Ｅ
型
に
分
け
て

調
べ
た
と
こ
ろ
、
Ｅ
型
と
Ｂ

型
の
患
者
が
非
常
に
多
く
、

合
計
で
８
～
９
割
を
占
め
て

い
た
。
さ
ら
に
Ｅ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
遺
伝
子
解
析
を
行

い
、
生
物
の
進
化
や
分
か
れ

た
道
筋
を
枝
分
か
れ
し
た
図

と
し
て
示
す
方
法
で
調
査
。

こ
れ
ら
の
解
析
さ
れ
た
デ
ー

タ
は
希
少
価
値
が
高
い
も
の

と
し
て
英
国
や
ア
ジ
ア
の
雑

誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

日
本
で
は
Ｅ
型
肝
炎
患
者

は
少
な
い
が
、
海
外
の
多
発

地
域
か
ら
帰
国
し
た
後
に
発

症
す
る
人
や
、
ま
れ
に
、
豚

の
レ
バ
ー
や
鹿
肉
、
猪
肉
を

生
食
す
る
と
動
物
の
Ｅ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
に
感
染

し
た
と
い
う
例
が
新
聞
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

杉
谷
教
授
は｢

研
究
で
は

疾
患
の
機
序
や
病
態
解
明
の

夢
を
追
え
、
病
理
診
断
で
は

組
織
検
体
を
通
じ
て
個
々
の

患
者
さ
ん
の
医
療
に
深
く
関

わ
り
、
医
師
と
し
て
の
責
任

を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
な
か
な
か
表
に
は
で

な
い
仕
事
で
す
が
、
医
師
と

し
て
価
値
あ
る
仕
事
と
感
じ

ま
す｣

と
語
る
。

ジ
ー
を
用
い
た
Ｈ
Ｃ
Ｖ
実
験

で
は
急
性
肝
炎
、
慢
性
肝

炎
、
キ
ャ
リ
ア
の
状
態
が
発

生
し
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
感
染
後
に
慢

性
化
す
る
率
は
ヒ
ト
と
同
様

に
高
率
で
あ
っ
た
。

安
い
が
、弱
点
も
あ
る
。「
Ｃ

Ｏ
2
を
吸
収
す
る
際
に
排
出

ガ
ス
の
温
度
を
常
温
近
く
ま

で
下
げ
、
液
体
を
再
利
用
す

の
吸
収
に
用
い
る
の
は
室
温

付
近
で
も
液
体
で
存
在
す
る

塩
（
え
ん
）
で
、「
イ
オ
ン

液
体
」
と
い
う
。
こ
の
方
式

が
特
に
威
力
を
発
揮
す
る
の

が
、
次
世
代
の
火
力
発
電
で

あ
る
「
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発

電
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）」。
石
炭
か

ら
つ
く
っ
た
ガ
ス
を
燃
焼
さ

る
に
は
高
温
で
蒸
留
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
が
悪
い
。
Ｃ
Ｏ

2
を
減

ら
す
ど
こ
ろ
か
増
や
し
か
ね

な
い
」

石
炭
シ
フ
ト
が
追
い
風

　

児
玉
准
教
授
ら
が
Ｃ
Ｏ

2

せ
て
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
回

し
、
排
ガ
ス
で
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
を
動
か
す
仕
組
み
だ
。

　

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
通
常
、

液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）

を
燃
料
に
使
う
。
短
期
間
で

設
置
で
き
、
原
発
の
代
替
電

源
と
し
て
急
増
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

発
電
を
始
め
た
ば
か
り
だ
。

　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
Ｃ
Ｏ

2
の
排
出

量
が
比
較
的
少
な
い
が
、
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
で
は
大
量
に
発
生
。

Ｃ
Ｏ

2
の
回
収
・
貯
留
は
必

須
だ
。

　

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
か
ら
出
る

排
ガ
ス
温
度
は
１
２
０
０

う
難
関
を
突
破
し
、
平
成
25

年
度
ま
で
４
年
間
の
研
究
資

金
を
確
保
し
た
。

化
学
業
界
は
人
手
不
足

　

一
貫
し
て
取
り
組
む
の
は

「
化
学
工
学
」。
ど
の
よ
う

な
学
問
か
尋
ね
る
と
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ

た
。「
フ
ラ
ス
コ
や
試
験
管

レ
ベ
ル
で
発
見
し
た
化
合
物

を
量
産
す
る
た
め
、
物
質
の

特
性
を
分
析
し
、
最
も
効
率

よ
く
生
産
で
き
る
化
学
プ
ラ

ン
ト
を
設
計
す
る
。
そ
れ
に

必
要
な
の
が
化
学
工
学
。
い

わ
ば
化
学
と
機
械
工
学
を
橋

渡
し
す
る
学
問
だ
」

　

イ
オ
ン
液
体
の
開
発
に
役

立
っ
た
の
は
、
恩
師
が
作
っ

た
工
学
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
世

界
に
一
つ
し
か
な
い
数
々
の

実
験
装
置
に
手
を
加
え
た
も

の
。
新
分
野
の
研
究
も
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
積
み
上

げ
ら
れ
た
「
遺
産
」
が
あ
れ

ば
こ
そ
。

　
「
化
学
工
学
の
中
で
も
物

性
デ
ー
タ
を
精
密
に
測
定
し

た
り
計
算
し
た
り
す
る
の
が

私
の
専
門
。
１
９
８
０
年
代

は
化
学
工
学
の
花
形
だ
っ

た
」

　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
に
状

況
は
一
変
。「
物
性
デ
ー
タ

測
定
は
化
学
プ
ロ
セ
ス
の
設

計
や
操
作
に
必
要
不
可
欠
だ

が
、
実
験
に
労
力
が
か
か
る

割
に
結
果
は
地
味
。
す
ぐ
に

成
果
の
見
込
め
る
テ
ー
マ
で

な
い
と
補
助
金
が
取
れ
ず
、

こ
の
分
野
か
ら
撤
退
す
る
大

学
が
相
次
い
だ
」。

　

こ
の
た
め
化
学
工
学
の
技

術
者
不
足
は
深
刻
。
郡
山
キ

ャ
ン
パ
ス
に
も
東
京
か
ら
大

手
企
業
の
採
用
担
当
者
が
足

を
運
ぶ
。「
化
学
業
界
は
団

塊
世
代
の
退
職
も
あ
り
人
手

が
足
り
な
い
。
し
っ
か
り
勉

強
す
れ
ば
、
ど
こ
で
も
採
用

し
て
く
れ
る
」

　

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
基
づ

く
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
だ
。

輸
入
増
は
貿
易
赤
字
の
主
因

と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
代

わ
り
に
価
格
の
安
い
石
炭
を

燃
料
に
使
う
。
低
品
質
の
石

炭
で
も
大
丈
夫
。
ガ
ス
化
技

術
は
開
発
途
上
で
、
常
磐
共

同
火
力
が
福
島
県
い
わ
き
市

で
今
春
、
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
商
用

世界にただ一つの実験装置

病理診断に加え、研究・教育を行う杉谷教授

石炭ガス化複合発電所を学生と見学

教育や診断を協力して行う３つの病理学分野のス
タッフ。女性に優しい職場

Ｃ型肝炎ウイルスの感染
実験と結果を基に研究
病理学は臨床でも重要な役割

一
方
、
イ
オ
ン
液
体
は
高
圧

な
ほ
ど
吸
収
し
や
す
い
。
分

離
も
減
圧
だ
け
で
済
み
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
も
低
い
」

　

児
玉
准
教
授
の
研
究
は
将

来
性
が
評
価
さ
れ
、国
の「
最

先
端
・
次
世
代
研
究
開
発
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
選
ば
れ

た
。
採
択
率
５
・
８
％
と
い

る
よ
う
に
な

っ
た
。
診
断

病
理
の
分
野

も
専
門
が
細

分
化
さ
れ
、

臓
器
ご
と
に

専
門
領
域
が

形
成
さ
れ
つ

つ
あ
る
と
い

う
。
そ
の
中

で
、
ウ
イ
ル

ス
肝
炎
の
研

究
を
行
っ
て

℃
、
圧
力
は
約

30
気
圧
に
達
す

る
。

「
ア
ミ
ン
法
で

は
高
温
・
高
圧

の
排
ガ
ス
を
冷

却
し
、
圧
力
を

常
圧
（
１
気

圧
）
ま
で
下
げ

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
取
り
込

ん
だ
Ｃ
Ｏ

2
を

分
離
す
る
に
は

蒸
留
が
必
要
。


